
付図７１　バラスト飛散試験結果等（その１）
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付図７１　バラスト飛散試験結果等（その２）

１．バラストの飛散状況（道床固結剤を適用した場合）

２．バラストの飛散状況（道床固結剤を適用しない場合）
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付図７１　バラスト飛散試験結果等（その３）

速度１１５ｋｍ／ｈ、道床固結剤適用で試験後のバラストの状態

(1) スカート下端がバラスト上端よりも３０㎜低い位置関係の場合
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(2) スカート下端がバラスト上端よりも５０㎜低い位置関係の場合
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付図７２　乗客の重心移動試験結果

傾斜開始から４秒間の最大重心移動量の分布
（立ってつり手を持つ姿勢）
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付図７３　脱線シミュレーションの概要
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付図７４　シミュレーション結果による脱線に至るまでの車体姿勢

※進行方向後側から見た車体断面図を示す
※各車体断面図のキロ程は、前台車第１軸の位置を示す。

　　　　　 シミュレーション条件
走行速度　　　　　　　　　115km/h
乗車人員　　　　　　　　　93名（座位45名）
車輪～レール間の摩擦係数　0.3
差圧弁設定値　　　　　　　98kPa（設計値）
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付図７５　当日回４４６９Ｍ宝塚駅到着時における車両動揺シミュレーションの概要
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当日回４４６９Ｍの進路
（尼崎駅方から宝塚駅を撮影）

３１号イ分岐器 円曲線のカント量は
すべて25mmとした。



付図７６　同社の組織図
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付図７７ 列車無線の使用制限のために行われた
「動作」基本編の改正内容

改正前

改正後


